
水生動物 第 2023 巻 

令和 5 年 1 月 

Aquatic Animals 2023 | January 5 | Omori et al. AA2023-1 

  

北浦の 23本の流入河川における魚類の分布パターンと生息環境特性 
 

Fish distribution patterns and habitat characteristics of 23 rivers 

flowing into Lake Kitaura, eastern Japan 
 

大森健策 1・諸澤崇裕 2・加納光樹 1* 
Kensaku Omori1, Takahiro Morosawa2, Kouki Kanou1* 

 

1茨城大学地球・地域環境共創機構水圏環境フィールドステーション，茨城県潮来市大

生 1375 
2（一財）自然環境研究センター，東京都墨田区江東橋 3-3-7 
1Water Environmental Field Station, Global and Local Environment Co-creation Institute, 

Ibaraki University, 1375 Ohu, Itako, Ibaraki 311-2402, Japan. 2Japan Wildlife Research Center, 

3-3-7 Kotobashi, Sumida, Tokyo 130-8606, Japan.  
 

*Corresponding author; e-mail: kouki.kanou.sci@vc.ibaraki.ac.jp 

 

Abstract 

The fish distribution patterns and environmental variables in 23 rivers flowing into Lake 

Kitaura, a shallow inland-sea lake (7 m maximum depth, 36 km2) in Ibaraki Prefecture, eastern 

Japan, were examined from mid-April to late May (spring) and from mid-September to mid-

October (autumn), 2016. A total of 33 fish species, representing 11 families, were recorded 

during spring and autumn. A cluster analysis based on data for species composition in each river 

revealed that the 23 rivers fell into one or other of two groups, a large river group with high 

species richness and a small river group with low species richness. Several different threatened 

species were found in each group. The relationships between the presence/absence of fish species 

and environmental variables were analyzed by generalized linear mixed models, the results for 

20 species being sufficient for predictability. The number of weirs from a river mouth was 

negatively related to the occurrence of 10 species, including commercially important lacustrine 

fishes (e.g., Hypomesus nipponensis and Tridentiger brevispinis), suggesting that upstream 

movements of these species were negatively influenced by the weirs. In addition, river width, 

flow velocity, and vegetation-cover ratio were also significant for the presence/absence of many 

species. In particular, the vegetation-cover ratio positively influenced the occurrence of several 

threatened species. River restoration programs, including installation of fishways adjacent to the 

weirs, management of riparian vegetation, and improvement of revetment structures, are 

necessary to effectively conserve the habitats of the native fishes, which included both 

commercially important and threatened species in the basin of Lake Kitaura. 
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緒言 

湖沼生態系は、水道・農業・工業用水や漁

業資源のほか、治水や水質浄化、レクリエー

ションなどの諸機能を人々にもたらすだけ

でなく、多種多様な生物の生息場所の機能も

有している（西野・浜端 2005; 北村ら 2020）。

湖沼に流入する河川は、各機能に密接に関わ

る水や栄養塩、土砂などの主要な供給経路で

あるとともに、湖沼との間を行き来する生物

の生息場所でもある。魚類についてみると、

湖沼の流入河川には、全生活史を河川で過ご

す種に加えて、生活史のなかで湖沼－河川の

間を回遊する種が存在する（細谷 2005; 豊

田ら 2015; 石崎ら 2016）。例えば、前者に
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は環境省のレッドリストの絶滅危惧種 1 種

を含む 3 種が（細谷 2005）、また、後者に

は絶滅危惧種 4 種を含む 5 種（Yuma et al. 

2000; 尾田ら  2011; 亀甲ら  2014; 石崎ら 

2016; 馬渕ら 2019）のほか、水産有用種のワ

カサギ Hypomesus nipponensis（浅見 2004）

やアユ Plecoglossus altivelis altivelis（酒井 

2010）などが含まれている。さらに、生活史

における流入河川の利用形態は明示されて

いないものの、絶滅危惧種 10 種以上の生息

も確認されている（細谷  2005; 藤本ら 

2008; 川岸ら  2008; 根本ら  2011; 豊田ら 

2015; 石崎ら 2016）。したがって、湖沼とそ

の流域に生息する魚類の種多様性を保全し、

水産資源を持続的に利用していく方策を具

体的に検討する際、流入河川での絶滅危惧種

や水産有用種を含む各魚種の分布状況や生

息環境特性に関する情報は不可欠である。し

かしながら、国内の湖沼の流入河川において

魚類の分布・生息状況を調べた事例はいくつ

かあるが（若林ら 2003; 針生ら 2007; 諸

澤・藤岡 2007; 松崎ら 2011; 根本ら 2011; 

久岡ら 2018; 渡邊ら 2022）、主要な構成種

全ての分布と河川環境との関係について詳

細に調べた事例は伊豆沼・内沼や琵琶湖の流

入河川などに限られている（鵜飼ら 2006; 

川岸ら 2008; 石崎ら 2016）。 

茨城県南東部から千葉県北東部に位置す

る霞ヶ浦（西浦、北浦、外浪逆浦、北利根川、

鰐川、常陸川を合わせた水域の総称）は、日

本第 2 位の湖面積（220 km2）を有し、縄文

海進で形成された浅い海の入り江が砂州や

河川堆積物によって閉ざされてできた海跡

湖である。全国有数の内水面漁獲量を産出す

るほか（茨城県 2021）、複数の絶滅危惧種

の生息地でもあり（萩原・熊谷 2007; 諸澤・

藤岡 2007; 碓井ら 2014; 碓井ら 2015; 加

納ら 2017）、水産資源の持続的利用や魚類

の種多様性保全の観点から重要な水域とな

っている。しかしながら、霞ヶ浦の魚類相は、

1960 年代以降、清冽な水域環境の消失、常

陸川水門の閉鎖による淡水化、霞ヶ浦総合開

発事業による湖岸の人工護岸化と水生植物

帯の劣化・消失、イシガイ科二枚貝の減少、

外来種の侵入などの環境改変の影響で大き

く変化してきた（浜田 2000; Matsuzaki et al. 

2011; 冨永ら 2013; 大森ら 2018）。2010 年

代までに霞ヶ浦では魚類の生息環境が悪化

し複数の絶滅危惧種の生息が確認されなく

なったが（萩原ら 2017; 大森ら 2018）、流

入河川には環境省のレッドリストで絶滅危

惧種の在来タナゴ類やキンブナ Carassius 

buergeri subsp. 2 、スナ ヤツメ 北方種

Lenthenteron sp. N. 、 ギ バ チ Tachysurus 

tokiensis などの生息地がまだ残されている

可能性がある（諸澤 2007a; 諸澤・藤岡 2007; 

増子 2010; 根本ら 2011）。さらに、ワカサ

ギやギンブナCarassius sp.などの当該地域の

水産有用種が湖から流入河川へと産卵のた

めに遡上している可能性もある（豊田ら 

2015）。これまでに伊豆沼・内沼や琵琶湖の

流入河川で示されているように（川岸ら 

2008; 石崎ら 2016）、国内の典型的な海跡湖

である霞ヶ浦においても、流入河川が絶滅危

惧種や水産有用種を含む魚類の生息場所と

して重要な役割を果たしている可能性があ

り、流入河川において魚類の分布パターンや

生息環境特性を把握していくことが急務で

ある。  

本研究では、霞ヶ浦のうち北浦の流入河川

に多くの調査地点を設定して魚類調査と環

境調査を実施し、北浦の流入河川における魚

類相の特徴を把握するとともに、絶滅危惧種

や水産有用種を含む主要な魚種の分布パタ

ーンと環境変量との関係を明らかにするこ

とを目的とした。さらに、北浦の流入河川に

おける魚類の生息環境の保全方策について

も検討を加えた。 

 

材料および方法 

調査地  

茨城県南東部に位置する北浦（最大深度 7  



 

Fig. 1. Map showing 130 collection sites (open circles) in 23 rivers (a–w) flowing into Lake Kitaura, 

Ibaraki Prefecture, eastern Japan. a, Otobori R.; b, Ganzu R.; c, Kura R. ; d, Daienji R.; e, Yamada R.; 

f, Takeda R.; g, Naganoe R.; h, Tomoe R.; i, Hokota R.; j, Nagamo R.; k, Tanaka R.; l, Futaezaku 

Secondary Channel; m, Futaezaku Channel; n, Taiyosakai R.; o, Taiyo R.; p, Shiratori R.; q, 

Kamihatagishizakisakai R.; r, Numari R.; s, Takei R.; t, Iai Channel; u, Nakazato R.; v, Suizin R.; w, 

Nagare R. Figures in parentheses indicate length of river or channel (km). 
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m、面積 36 km2）は、霞ヶ浦を構成する湖の一

つで、鹿島台地と行方台地に挟まれた南北に

細長い形状をしている（Fig. 1）。北浦に流入す

る 23 本の河川のうち、巴川は筑波山地東部愛

宕山（標高 305 m）を水源とし、平野部の田園

地帯を流れて北浦へと注いでおり、その流路

延長は 31.1 km と最長である。残りの 22 本の

河川は鹿島台地と行方台地（いずれも標高 30 

m 程度）の崖線を水源とし、谷津田を通って

北浦へと流れ込んでおり、流路延長が 0.8–10.4 

km である。これらの流入河川の周辺の土地は

主に水田（大半が稲作用だが、北浦の湖岸近

くではハスの栽培田もある）として利用され

ており、治水や利水のために河岸はコンクリ

ートで護岸され、農業用取水堰などの河川横

断工作物が多数設置されている。本研究では、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北浦の流入河川における魚類の生息分布状況

を網羅的に把握するために、全 23 流入河川を

調査対象とし、各河川の規模に応じて一つの

河川につき 1–18 地点（全河川で計 130 地点）

を少なくとも 500 m 以上の距離をあけて選定

し（Fig. 1）、それぞれの地点に流程約 50 m の

調査区間を設定した。 

 

魚類調査  

2016 年 4 月 15 日から 5 月 25 日（春季）と

9 月 14 日から 10 月 19 日（秋季）の年 2 回、

各地点で魚類の採集調査を行った。魚類の採

集には、タモ網［開口部の幅 35 cm × 高さ 32 

cm、深さ 45 cm、目合 1 mm（小沼漁網製）］、

投網［直径 3.9 m、網丈長 2.8 m、目合 6 mm

（さがみ屋漁網店製）］、ビンドウ［直径 180 × 
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高さ 285 mm、Sunsui HD 型大型筒モンドリ（ト

ヨゼン製）］の 3 種類の漁具を使用した。タモ

網による採集については、各地点で 1 名が約

20 分間行った。調査区間の岸際から流心部を

踏査しながら、主に植物の根元付近、泥底、石

底といった様々な基質域を足で攪拌し、下流

側に設置したタモ網に足で流し入れるように

して採集した。投網による採集では、調査区

間内を歩き回りながら、1 地点につき 20 回ず

つの打ち網をした。ただし、調査区間内に投

網を打てる場所が限定されており、数回の打

ち網しか実施できないこともあった。ビンド

ウによる採集では、1 地点あたり 3 個のビン

ドウを約 10 m 間隔で設置し、1 時間後に回収

した。ビンドウ内には、水を加えて直径 3 cm

程度の団子状に丸めた動植物性集魚餌（GTS、

マルキュー）を入れた。なお、タモ網について

はすべての地点で使用したが、投網とビンド

ウについてはそれぞれ川幅が狭い地点や水深

が極めて浅い地点では使用できないこともあ

った。採集した魚類については現場で種を同

定した後に、個体数を計数し、最大・最小個体

の標準体長（以下、体長）を計測してから、そ

の場に放流した。ただし、特定外来生物によ

る生態系等に係る被害の防止に関する法律

（以下、外来生物法）で特定外来生物に指定

されている種については、法令に従って適切

に処分した。種の同定、魚種リストの科およ

び種の配列、標準和名、学名は主に中坊（2013）

に従った。ただし、スナヤツメについては遺

伝子解析を実施していないが、これまでに当

該地域を含む茨城県各地で採集された個体は

遺伝子解析によって北方種に同定されている

ため（稲葉 2016）、本研究ではスナヤツメ北

方種として扱った。また、トウヨシノボリ

Rhinogobius sp. OR の標準和名と学名について

は藤田（2019）に、マルタ Pseudaspius brandtii 

maruta の学名は Sakai and Amano（2014）と

Sakai et al.（2020）に、オオクチバス Micropterus 

nigricans の学名は Kim et al.（2022）に従った。

環境省のレッドリストに絶滅危惧種もしくは

準絶滅危惧種として掲載されている種（以下、

レッドリスト掲載種）やそのランクについて

は環境省（2020）に基づいて、また、国内・国

外外来種については主に細谷（2019）に基づ

いて判定した。魚類の生活史型［海水魚、汽水

魚、淡水魚、通し回遊魚（両側回遊魚、遡河回

遊魚、降河回遊魚）］の区分は加納ほか（2000）

に従い（ただし、河口魚と淡水魚の呼称を本

報ではそれぞれ汽水魚と純淡水魚とした）、各

種の生活史型の判定については主に川那部ら

（2001）と中坊（2013）に基づいて行った。  

 

環境調査  

魚類採集の終了後に、各地点の調査区間で、

水温、溶存酸素量、電気伝導率、流速、水深、

川幅を測定し、底質と植生被度を調べた。水

温と電気伝導率については多項目水質計（マ

ルチ水質チェッカ U51、HORIBA 社）で、溶

存酸素量については DO メーター（YSI-550A、

YSI 社）で、流速については電磁流速計（VE20、

KENEK 社）で、調査区間中央の流心部の中層

で測定した。水深と川幅については 50 m の調

査区間の流程を踏査しながら 10 m 程度の距

離をあけた 5 か所で測量用スタッフを用いて

計測し、その平均値を用いた。ただし、川幅に

ついては、一部の流入河川の河口付近のよう

に広すぎて現地での実測が困難な地点に関し

ては、地理院地図（電子国土 Web、国土地理

院）を用いて計測した。底質の区分は、現地の

底質の状態を鑑み、泥［泥分（粒径 63 µm 未

満の粒子の乾燥重量が底土の全乾燥重量に占

める割合）が 35 %以上で、残りは主に砂分（粒

径 63 mm 以上、粒径 2 mm未満の粒子の乾燥

重量が底土の全乾燥重量に占める割合）］、砂

泥（泥分 5–35 %で、残りは主に砂分）、砂（泥

分 5 %未満で、残りは主に砂分）、礫（粒径 2 

mm 以上、64 mm 未満）、石（粒径 64 mm 以

上）、コンクリートの 6 段階とし、調査区間で

最も優占するものを目視で判断し記録した。

ただし、粒径 2 mm 未満が 5 割を超える底質

については研究室に持ち帰り、泥分を測定し
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てから優占する底質を判断した。植生被度に

ついては、50 m の調査区間の両岸にある水際

線においてヨシ Phragmites australis などの植

物が覆っている区間の割合を 10 %ごとに目視

で判断し記録した。これらの他に、調査区画

とその上・下流約 10 m に流入する農業水路

（水田からの排水路）の数、河口（湖との境

界）からの堰堤（いずれも落差 30 cm 以上で、

魚道は設置されていない）の個数を計数し、

調査地点の標高も調べた。標高については、

各地点で取得した GPS データに基づき、カシ

ミール 3D（GIS フリーソフト）を用いて調べ

た。 

 

解析方法  

流入河川間で魚類の種組成の違いを評価す

るために、各河川における各魚種の出現と非

出現の 2 元データに基づき、非類似度として

ユークリッド距離を用いた Ward 法によるク

ラスター分析を行った（小林 1995）。クラス

ター分析によって分けられた河川グループ間

で出現魚種の種数や流路延長に差があるかど

うかをMann-Whitney U-testで比較した。次に、

各河川および各地点における各魚種の分布パ

ターンと各環境変量との関係を明らかにする

ために、R ver. 3. 3. 2（R Development Core Team 

2020）を用いて一般化線形混合モデル（GLMM）

解析を行った。各魚種の出現・非出現（1/0）

データを目的変数、各環境変量のデータを説

明変数とし、誤差分布は二項分布、リンク関

数は logit、ランダム効果には河川と季節を指

定した。なお、説明変数中の水深は便宜的に 4

段階（1：20 cm 未満、2：20–39 cm、3：40–59 

cm、4：60 cm 以上）に区分して順序変数とし

て扱い、1を基準とした場合の相関を調べた。

また、底質（a：コンクリート、b：泥、c：砂

泥、d：砂、e：礫、f：石）はカテゴリカルデ

ータとして扱い、各魚種について人工基質の

a を基準とした場合の b–f の選択性を調べた。

GLMM 解析の前には、Mann-Whitney U-testを

用いて、各魚種の出現地点と非出現地点の間

で各環境変量の値を比較し、有意差（p < 0.05）

がみられた環境変量のみを残した。さらに、

各環境変量間での多重共線性の影響を排除す

るために、スピアマンの順位相関係数を算出

したところ、いずれにおいても強い相関（ρ 

> 0.5）は認められなかったため、それらのす

べての変量を説明変数として用いた。GLMM

解析においては、Null モデルから Full モデル

までの全モデルにおいて赤池情報量基準

（AIC）を算出し、AIC の最も低いモデルをベ

ストモデルとした。解析にはライブラリ lme4

および MuMIn を用いた。なお、全調査期間で

出現地点数が 8 未満の種（出現率 3 %未満）

については GLMM 解析を行わなかった。 

 

結果 

調査地点の環境 

 各環境変量は河川間や地点間で大きく変動

するものの、季節間でこれらの変量の平均値

が大きく異なる傾向はみられなかった（Table 

1, Table S1）。水温は春季に 15.7–24.8°C、秋季

に 14.6–24.0°C であり、同じ季節内でも地点間

では 9°C 以上の変動がみられた。季節間で平

均水温を比べると、春季で秋季よりも 1°C ほ

ど高いのみであった。溶存酸素量は春季に

5.8–11.7 mg/L、秋季に 3.6–11.5 mg/L、電気伝

導率は春季に 0.15–0.54 mS/cm、秋季に 0.16–

0.50 mS/cm、流速は春季に 1.1–79.7 cm/s、秋季

に 1.5–81.3 cm/s、水深は春季に 5.2–187.2 cm、

秋季に 4.2–187.0 cm、川幅は両季節ともに 0.8–

25.0 m、植生被度は両季節ともに 0–100 %であ

った。両季節ともに各地点に流入する水路数

は 0–4 本、堰堤の個数は 0–8 個、標高は 3.0–

31.7 m であった。 

 

出現魚種の概要 

 調査期間中に採集された魚類は、春季に 10

科 29 種、夏季に 9 科 25 種の計 11 科 33 種で

あった（Table 2）。調査期間中の科別の種数は

コイ科が 17 種と最も多く、次いでハゼ科の 4

種、ドジョウ科の 3 種で、残りの 8 科では 1– 

http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryTableS1%20Omori2022-1.xlsx


 

Table 1. Range and mean ± standard deviation (SD) of each environmental variable in 130 sites of 23 

rivers flowing into Lake Kitaura from April to May (spring) and from September to October (autumn) 

in 2016. 
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2 種であった。生活史型別にみると、純淡水魚

がっ 25 っ種、汽水魚がっ 1 っ種（アシシロハゼ

Acanthogobius lactipes）、海水魚が 1 種（ボラ

Mugil cephalus cephalus）、通し回遊魚が 6 種

（マルタ、ワカサギ、アユ、ヌマチチブ

Tridentiger brevispinis、トウヨシノボリ、ウキ

ゴリ Gymnogobius urotaenia）であった。採集

された種のなかには、レッドリスト掲載種で

あるスナヤツメ北方種、キンブナ、ヤリタナ

ゴ Tanakia lanceolata 、アカヒレタビラ

Acheilognathus tabira erythropterus、ホトケドジ

ョウ Lefua echigonia、ギバチ、ミナミメダカ 

Oryzias latipes（環境省 2020）の計 7 種が含ま

れていた（Table 2）。なお、アカヒレタビラに

ついては 1 河川 1 地点でしか生息が確認され

ない危機的状況にあり、他の希少タナゴ類で

報告されているように（北村 2008; 藤本・福

田 2022）、生息地保全への理解を欠く一部の

愛好家や業者による乱獲も懸念されるため、

河川名は非公開とした。一方で、国内外来種

はゲンゴロウブナ Carassius cuvieri、カネヒラ

Acheilognathus rhombeus、ハス Opsariichthys 

uncirostris auncirostris、a ビワヒガイ aSarco- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

cheilichthys variegatus variegatus、タモロコ

Gnathopogon elongatus elongathus、ツチフキ

Abbottina rivularis 、スゴモロコ Squalidus 

chankaensis biwae の計 7 種、国外外来種は外

来生物法で特定外来生物に指定されているチ

ャネルキャットフィッシュ Ictalurus punctatus、

オオクチバス、  ブルーギル  Lepomis  

macrochirus macrochilus のほか、コイ（飼育型）

Cyprinus carpio、タイリクバラタナゴ Rhodeus 

ocellatus ocellatus、カラドジョウ Misgurnus 

dabryanus の計 6 種が含まれていた。 

確認地点数が最も多かった種はトウヨシノ

ボリで 162 地点（春季と夏季における調査地

点数の合計の 62.3 %）であり、次いでドジョ

ウ Misgurnus anguillicaudatus（ 148 地点：

56.9 %）、タモロコ（86 地点：33.1 %）、ヌマチ

チブ（85 地点：32.6 %）、ウキゴリ（84 地点：

32.3 %）、モツゴ Pseudorasbora parva（59 地点：

22.7 %）、タイリクバラタナゴ（29地点：11.2 %）、

スナヤツメ北方種（26 地点：10.0 %）、ボラ（22

地点：8.5 %）、コイ（21 地点：8.1 %）、ギンブ

ナ（17 地点：6.5 %）、ワカサギ（16 地点：6.2 %）、

ツチフキ（15 地点：5.8 %）、ゲンゴロウブナ  
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（ 10 地点： 3.8 % ）、  オイカワ 

Opsariichthys platypus（10 地点：3.8 %）、

ニゴイ Hemibarbus barbus（10 地点：

3.8 %）、アシシロハゼ（10 地点：3.8 %）、

ミナミメダカ（9 地点：3.5 %）、ヤリタ

ナゴ（8 地点：3.1 %）、オオクチバス（8

地点：3.1 %）であった（Table 2）。これ

ら主要魚種 20 種のうち、トウヨシノボ

リ、ドジョウ、ヌマチチブ、ウキゴリの

4 種は 8 割以上の河川で、タモロコは約

7 割の河川で出現していた。 

 

河川間での種組成の比較 

 各河川で採集された魚類の種組成の

非類似性に基づいてクラスター分析を

行ったところ、グループ 1 とグループ 2

に大きく分かれた（Fig. 2）。これらのグ

ループ間で、種数と河川規模の指標と

なる流路延長を比較したところ（Table 

3）、総種数はグループ 1（平均 17.7 種）

がグループ 2（平均 6.2 種）よりも 3 倍

近く多く、また、流路延長もグループ 1

（平均 10.2 km）がグループ 2（平均 2.8 

km）よりも 3 倍以上長かった（Mann-

Whitney U-test：総種数についてU = 112、

p < 0.001；流路延長について U = 109、

p < 0.001）。各グループを特徴付ける種

についてみると、グループ 1 にのみ出

現した種は 11 種（キンブナ、ゲンゴロ

ウブナ、ハス、ビワヒガイ、スゴモロコ、

カラドジョウ、ギバチ、ワカサギ、アユ、

ミナミメダカ、ブルーギル）、グループ

2 にのみ出現した種は 2 種（ヤリタナ

ゴ、アカヒレタビラ）であった（Table 

3）。残りの 20 種は両グループに共通し

て出現したが、そのうちボラやアシシ

ロハゼについてはグループ 1 に含まれ

る河川（b, c, e, f など）で、また、スナ

ヤツメ北方種についてはグループ 2 に

含まれる河川（g, k, m）でよく出現する

傾向（Table 2）がみられた。 



 
Fig. 2. Dendrogram of cluster analysis showing dissimilarities of fish fauna based on occurrence 

or non-occurrence of each fish species in 23 rivers (a–w) flowing into Lake Kitaura. 

 

Table 3. Mean ± SD of number of species and length of river or channel and indicator species 

in each group divided by cluster analysis. 
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主要魚種の分布と関連付けられる環境変量 

 主要魚種 20 種のそれぞれの分布（出現/非

出現）に影響を与えている可能性がある環境

変量を説明変数として、種ごとに GLMM 解析

を実施した結果を Table 4 に示した。堰堤の個

数は 11 種と最も多くの種のベストモデルで

選択され、そのうち 10 種（コイ、ゲンゴロウ

ブナ、タイリクバラタナゴ、モツゴ、タモロ

コ、ワカサギ、ボラ、アシシロハゼ、ヌマチチ

ブ、ウキゴリ）で負の相関、1 種（ドジョウ）

で正の相関を示した。川幅は 9 種と多くの種

のベストモデルで選択され、そのうち 6 種（タ

モロコ、ツチフキ、ワカサギ、ボラ、オオクチ

バス、アシシロハゼ）で正の相関、3 種（ドジ

ョウ、ヌマチチブ、トウヨシノボリ）で負の相

関を示した。流速は 7 種のベストモデルで選

択され、そのうち 5 種（オイカワ、タモロコ、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドジョウ、トウヨシノボリ、ウキゴリ）で正の

相関、2 種（タイリクバラタナゴ、ワカサギ）

で負の相関を示した。植生被度は 6 種のベス

トモデルで選択され、そのうち 4 種（スナヤ

ツメ北方種、ヤリタナゴ、ドジョウ、ウキゴ

リ）で正の相関、2 種（ツチフキ、ボラ）で負

の相関を示した。水深は 5 種のベストモデル

で選択され、そのうちモツゴとアシシロハゼ

で正の相関、ドジョウ、トウヨシノボリ、ウキ

ゴリで負の相関を示した。 

水質項目についてみると、水温は 4 種のベ

ストモデルで選択され、そのうちスナヤツメ

北方種で負の相関、タイリクバラタナゴ、ボ

ラ、アシシロハゼで正の相関を示した。また、

電気伝導率は 3 種のベストモデルで選択され、

そのうちモツゴで正の相関、ドジョウとトウ

ヨシノボリで負の相関を示した。さらに、溶 
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存酸素量はコイ 1 種のみのベストモデルで選

択され、負の相関を示した。 

水路数は 4 種（ゲンゴロウブナ、タイリク

バラタナゴ、モツゴ、ニゴイ）のベストモデル

で選択され、いずれも正の相関を示した。標

高は 3 種のベストモデルで選択され、タイリ

クバラタナゴで正の相関、ヌマチチブとウキ

ゴリで負の相関を示した。底質は 4 種（ギン

ブナ、ゲンゴロウブナ、ドジョウ、アシシロハ

ゼ）のベストモデルで選択された。コンクリ

ートと比べた場合に、ギンブナは砂泥・砂・礫

底、ゲンゴロウブナは砂泥底、ドジョウは砂

泥・砂・礫・石底、アシシロハゼは砂泥・砂・

礫底と正の相関を示した。 

 

主要魚種の出現・非出現地点間での環境変量

の比較 

主要魚種のうち 4 種以上のベストモデルで

選択された各環境変量（底質を除く）につい

て、各種の出現地点と非出現地点における平

均±標準偏差を Table 5 に示した。堰堤の個数

の平均値は、ワカサギやボラ、アシシロハゼ

の出現地点で 0.0 個（非出現地点で 1.2 個）、

コイやゲンゴロウブナ、タイリクバタラナゴ、

モツゴ、タモロコ、ヌマチチブ、ウキゴリの出

現地点で 0.2–0.7 個（1.2–1.5 個）と低いのに対

し、ドジョウの出現地点で 1.7 個（0.4 個）と

高かった。川幅の平均値は、ワカサギやボラ、

アシシロハゼ、オオクチバス、ツチフキの出

現地点で 7.0–11.1 m（非出現地点で 3.2–3.5 m）

と広かったが、タモロコとヌマチチブの出現

地点ではそれぞれ 4.7 m と 3.6 m（非出現地点

では 3.1 m と 3.7 m）とやや狭く、トウヨシノ

ボリとドジョウの出現地点では 3 m 未満（非

出現地点では 5 m 以上）と狭かった。流速の

平均値は、タイリクバラタナゴとワカサギの

出現地点でそれぞれ 16.6 cm/s と 8.5 cm/s（非

出現地点でいずれも 25.8 cm/s）とやや遅かっ

た。一方で、オイカワの出現地点で 35.3 cm/s

（24.3 cm/s）、タモロコの出現地点で 29.1 cm/s

（22.6 cm/s）、ドジョウの出現地点で 28.1 cm/s

（20.1 cm/s）、トウヨシノボリで 30.2 cm/s（15.8 

cm/s）、ウキゴリで 32.0 cm/s（21.3 cm/s）とや

や速かった。植生被度の平均値は、ヤリタナ

ゴの出現地点で 67.5 %、スナヤツメ、ドジョ

ウ、ウキゴリの出現地点で 36.5–40.0 %であり、

いずれもそれぞれの非出現地点よりも高い割

合を示した。一方で、ツチフキやボラの出現

地点では 15 %未満と低かった。水深の平均値

は、モツゴやアシシロハゼの出現地点で 50 cm

以上で、非出現地点よりも深かった。一方で、

ドジョウやトウヨシノボリ、ウキゴリの出現

地点では 24–34 cm で、非出現地点よりも浅か

った。水温の平均値は、スナヤツメ北方種で

は出現地点（18.1°C）で非出現地点（19.6°C）

よりもやや低かったが、タイリクバラタナゴ

やボラ、アシシロハゼでは出現地点で非出現

地点よりも 1.3–2.3°C高かった。水路数の平均

値は、ゲンゴロウブナで 1.8 本、ニゴイで 1.4

本、タイリクバラナゴで 0.9 本、モツゴで 0.8

本であり、いずれもそれぞれの非出現地点よ

りもやや多い傾向がみられた。 

 

考察 

北浦の流入河川の魚類相 

 本調査期間中にトウヨシノボリ、ドジョウ、

タモロコ、ヌマチチブ、ウキゴリの5種は、確

認地点数が多く（春季と夏季における調査地

点数の合計の約32–62 %）、北浦の流入河川で

は最も主要な魚種とみなされた。これらのう

ちハゼ科3種（トウヨシノボリ、ウキゴリ、ヌ

マチチブ）とドジョウは、少なくとも8割以上

の河川で出現していた。ハゼ科3種については

霞ヶ浦では流入河川のほか湖岸付近に成魚が

生息し（竹内 1971; 萩原・熊谷編 2007; 百成

ら 2012）、流入河川で産卵し孵化した仔魚は

流下して湖沼で浮遊生活を送ったのち、稚魚

になると流入河川を遡上することが知られて

いる（豊田ら  2015; 百成ら  2016; 柴田ら 

2020）。したがって、これらの河川ではハゼ科

3種の河川－湖間の回遊経路が維持されてい

ることを示している。なお、このような通し 



 

Table 5.  Mean ± SD of each environmental variable in occurrence (O)/non-occurrence (N) of each 

fish species in 130 sites of 23 rivers flowing into Lake Kitaura during this study. 

*For abbreviation of each environmental variable see Table 1. Only major variables selected for the best 

models in Table 4 are shown. 
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回遊性ハゼ類の出現頻度が高いことは、国内

の他の海跡湖の流入河川においても共通して

いる特徴である（針生ら 2007; 川岸ら 2008）。 

本研究では北浦の流入河川でレッドリスト

掲載種7種の生息が確認された。これらのうち

スナヤツメ北方種とギバチは1960年代以降に

北浦本湖から消失したと考えられてきた種で

あり（大森ら 2018）、今回、両種の貴重な生息

地が確認された。確認地点数については前者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が両季節で4河川26地点と比較的多かったの

に対し、後者は2河川3地点と少なかった。ま

た、ヤリタナゴとアカヒレタビラの生息も確

認されたが、前者は2河川8地点のみ、後者は1

地点のみと局所的な出現にとどまった。なお、

ヤリタナゴについては茨城県内では外来個体

群が侵入しており（Tominaga et al. 2020）、今

回確認された個体が在来個体群であるか否か

の判定には遺伝子解析が必要だが、本研究で
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は未調査である。かつて霞ヶ浦（西浦や北浦）

には4種の在来タナゴ類が生息していたが（萩

原・熊谷編 2007; 諸澤・藤岡 2007; 大森ら 

2018）、2000年代にはイシガイ科二枚貝の減少

によりゼニタナゴAcheilognathus typusとヤリ

タナゴが採集されなくなり、アカヒレタビラ

とタナゴAcheilognathus melanogasterは湖全域

で減少し、2010年頃にはこの両種もほとんど

採集されなくなった（萩原ら 2017）。さらに、

西浦に流入する河川や農業水路では、ヤリタ

ナゴ、アカヒレタビラ、タナゴの生息が確認

されているが（諸澤・藤岡  2007; Morosawa 

2017）、2010年代前半には生息範囲は極めて局

所的になっている（Morosawa 2022）。したが

って、最近の霞ヶ浦の流入河川における在来

タナゴ類の生息状況は、本湖よりはやや良い

ものの、極めて危機的な状況にあると考えら

れる。北浦の流入河川では、他の絶滅危惧種

（例えば、ホトケドジョウやミナミメダカな

ど）も局所的に分布するのみで、危機的な状

況にあるとみなされた。宮城県に位置する伊

豆沼・内沼ではオオクチバスの侵入後に在来

タナゴ類の個体群が消失したが、オオクチバ

スの防除活動などとともに、伊豆沼・内沼流

域のため池などに極めて局所的に残存する在

来タナゴ類の生息地で保全活動が継続されて

おり、そこから一部の個体が河川を通じて湖

内へ流入することで個体群が回復すると期待

されている（斉藤ら 2016; 藤本・速水 2018）。

北浦の在来生態系の保全・再生のためには、

北浦の流入河川に残されたこれらの絶滅危惧

種の生息地の保全は喫緊の課題であると考え

られる。  

本研究で確認された外来種13種のうち、国

外外来種のタモロコは確認地点数が16河川86

地点と最も多く、全流入河川の約7割に出現し

た。本種は東海地方以西の本州と四国に自然

分布し（川瀬 2019）、霞ヶ浦では1950年代に

生息が確認され、琵琶湖産アユの放流などに

伴って利根川に侵入し定着したものの一部が

拡散してきたと考えられている（丹下・加瀬

林 1956; 野内ら 2008）。伊豆沼・内沼の流入

河川においても本種が国内外来種として侵入

し多くの地点で出現する傾向が示されている

（川岸ら 2008）。魚類の国内外来種による在

来種への影響事例としては、魚食性外来魚に

よる在来魚の捕食［例えばハス（Kurita et al. 

2008; 佐野 2012）］や、在来種もしくは在来系

統との交雑［例えば、ホンモロコGnathopogon 

caerulescensとタモロコ（Sakai et al. 2011）、オ

イカワ（高村 2013; 向井ら 2017）］などが知

られている。タモロコについてはユスリカ類

幼虫やイトミミズ、水草などを摂餌する雑食

性で（細谷 2001）、霞ヶ浦には同属の近縁種

が自然分布しないため（霞ヶ浦情報センター

研究委員会編 1994; 萩原・熊谷編 2007）、捕

食や交雑による在来魚への影響は生じにくい。

しかしながら、近縁種以外の在来魚と餌資源

や生息空間をめぐる競争が生じている可能性

は否定できず、今後とも動向を注視していく

必要がある。なお、本研究では霞ヶ浦で優占

的に出現し生態系や漁業に甚大な影響を及ぼ

している特定外来生物チャネルキャットフィ

ッシュ（荒山・岩崎 2012; 古旗ら 2021）は1

地点でしか確認されなかったが、これは本種

を捕獲しやすい夜間の釣り漁具や定置網、刺

し網（半澤・荒山 2007; 遠藤ら 2015; 平山ら 

2018）を今回使用しなかったためであると考

えられる。実際、平山ら（2018）は夜間に北浦

の流入河川（雁通川と蔵川）において釣り漁

具を用いた調査を実施し、本種が最下流の緩

傾斜堰の上流側もしくは垂直型堰の直下まで

侵入することを示している。  

 

河川規模による魚類相の差異 

 北浦に流入する各河川の種組成の非類似度

に基づくクラスター分析の結果、各河川は主

に行方台地と鹿島台地北部から流入する流路

延長の長い河川からなるグループ1と主に鹿

島台地東部から流入する流路延長の短い河川

からなるグループ2に分けられた。平均種数は

グループ1でグループ2の3倍近くも多かった。
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一般に、大規模河川（流路延長が長い河川）に

は上流域から下流域にかけて多様な生息環境

が存在し、小規模河川（流路延長が短い河川）

と比べてより多くの魚種が出現する傾向があ

る（水野・御勢 1993; 中島ら 2006）。本研究

においてグループ1の各河川の下流域から河

口付近では北浦本湖を主要な生息場所とする

ワカサギやボラ、アシシロハゼがよく採集さ

れた。グループ1に属し、最も流路延長が長い

巴川（Fig. 1h）では、ワカサギだけでなくクル

メサヨリといった湖沼に生息する魚類が中流

域まで遡上し、特に河口付近ではワカサギが

多く採集され、レッドリスト掲載種のジュズ

カケハゼGymnogobius castaneusも出現するこ

とが示されている（根本ら 2011）。グループ1

に含まれる各河川には湖との境界（河口）か

ら約0.6–6.8 km上流側では緩やかな流れの環

境［可児（1944）のBc型もしくはより止水的

な環境］が形成されており、このような環境

が湖沼性魚類の一時的な生息場所となってい

る可能性がある。一方で、グループ2に含まれ

る流路延長の短い各河川は河口付近から上流

側に向けてそのような広い止水的環境を欠く

ため、ワカサギやボラ、アシシロハゼがほと

んど出現しなかったと考えられる。 

次に、レッドリスト掲載種に注目すると、

キンブナ、ギバチ、ミナミメダカはグループ1

のみで、また、在来タナゴ類のヤリタナゴと

アカヒレタビラはグループ2のみで出現して

いた。さらに、スナヤツメ北方種とホトケド

ジョウは両グループに出現したが、前者はグ

ループ2に含まれる河川でよく出現する傾向

（Table 2）がみられた。すなわち、これらのす

べての種の生息地を保全するためには、どち

らか一方のグループのみではなく両グループ

の河川を適切に保全することが必要であると

考えられた。  

 

主要魚種の出現・非出現と環境変量との関係 

 主要魚種20種のそれぞれの分布（出現/非出

現）と各環境変量との関係について検討した

GLMM解析の結果、河口からの堰堤の個数は

11種と最も多くの種のベストモデルで選択さ

れ、そのうち10種で負の相関が認められた。

これら10種のうち、北浦の流入河川を主に稚

魚期に遡上するハゼ科のヌマチチブとウキゴ

リ（豊田ら 2015）については、堰堤によって

遡上が阻害されていると考えられる。同じよ

うな堰堤による遡上阻害の事例については、

他の河川においてヌマチチブのほか、ウキゴ

リ の 近 縁 種 ス ミ ウ キ ゴ リ Gymnogobius 

petschiliensisでも報告されている（棗田・瀬谷 

2012; 用田ら 2018）。一方で、本研究ではハゼ

科のトウヨシノボリについては、堰堤の個数

と負の相関は認められなかった。ハゼ類のな

かには、滝のそばの岩盤、堰堤や魚道の基質

に吸盤状の腹鰭を吸着しながら遡上する種が

知られている（福井 1979; 泉ら 2001）。本研

究ではトウヨシノボリの稚魚が落差1 m程度

の垂直の堰堤を吸盤状の腹鰭で吸着しながら

遡上する行動が観察されたが、ヌマチチブと

ウキゴリでは類似の遡上行動は確認されなか

った（大森健策 未発表）。同様に、落差が大き

い堰堤やダムを遡上する習性は、他の通し回

遊性ヨシノボリ類（オガサワラヨシノボリ

Rhinogobius ogasawaraensisやオオヨシノボリ

Rhinogobius fluviatilisなど）でも確認されてい

る（横井・細谷 2003; 高木ら 2011）。したが

って、本研究で確認されたハゼ科の種間での

堰堤影響の違いは、各種が備えている遡上能

力の違いによって部分的に説明しうる。タイ

リクバラタナゴ、モツゴ、タモロコ、ワカサギ

なども堰堤の個数と負の相関がみられた。こ

れらのうち前3種は北浦本湖のヨシ帯や流入

河川ではほぼ周年にわたって生息が確認され

（豊田ら 2015; 碓井ら 2015）、流入河川の下

流域では春季から秋季にかけて上流側へと移

動する個体も確認されている（豊田ら 2015）。

また、ワカサギについては、北浦の流入河川

では冬季から早春の繁殖期の遡上のみならず

（豊田ら 2015）、夏季に下流域でまとまって

捕獲されることもある（茨城県内水面水産試
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験場 1995）。したがって、これらの種につい

ても、流入河川内での移動が堰堤により阻害

されている可能性がある。水産有用種のサク

ラマスOncorhynchus masou masouやアユでは

堰堤やダムによる遡上阻害によって、遡上範

囲のみならず資源量の減少が生じることが報

告されており（田子 1999; 古屋 2010）、よく

似た現象が北浦の流入河川に遡上する水産有

用種にも起きている可能性が示唆される。 

本研究において川幅は多くの種のベストモ

デルで選択され、流入河川での魚類の分布に

関わる重要な環境変量であるとみなされた。

種ごとにみると、ワカサギ、ボラ、アシシロハ

ゼ、オオクチバスなどの出現と正の相関が、

ドジョウやトウヨシノボリなどの出現と負の

相関が認められた。川幅の平均値については、

ワカサギ、ボラ、アシシロハゼ、オオクチバス

の出現地点では約 7–11 m と広かったのに対

し、ドジョウやトウヨシノボリの出現地点で

は 3 m 未満と狭かった。霞ヶ浦・北浦流域に

おいてワカサギ、ボラ、アシシロハゼは湖内

に広く出現するほか（茨城県内水面水産試験

場 2001; 諸澤 2007b; 碓井ら 2014, 2015; 冨

永ら 2013; 神成田ら 2022）、規模の大きな流

入河川の下流域によく出現する（根本ら 

2011; 渡邊ら 2022）。また、オオクチバスも湖

内（冨永ら 2013; 碓井ら 2014, 2015）や規模

の大きな流入河川の中下流域に広く出現する

が（根本ら 2011; 渡邊ら 2022）、規模の小さ

な流入河川にはほとんど出現しない（Table 2）。

一方で、トウヨシノボリやドジョウは規模の

小さな流入河川の上中流域や谷津田の農業水

路によく出現する（増子 2007a; 豊田ら 2015; 

浜野ら 2022）。このような出現特性によって、

これらの種の出現は川幅と部分的に関連付け

られたと考えられる。 

流速についても多くの種のベストモデルで

選択された重要な環境変量であり、オイカワ、

タモロコ、ドジョウ、トウヨシノボリ、ウキゴ

リの出現には流速と正の相関が認められた。

それぞれの出現地点と非出現地点における流

速の平均値はオイカワで35.3 cm/sと24.3 cm/s、

タモロコで29.1 cm/sと22.6 cm/s、ドジョウで

28.1 cm/sと20.1 cm/s、トウヨシノボリで30.2 

cm/sと15.8 cm/s、ウキゴリで32.0 cm/sと21.3 

cm/sであり、いずれも出現地点においてやや

速い傾向がみられた。これらのうち、オイカ

ワやタモロコは、流水域を選好することが知

られている（森・名越 2001; 奥島ら 2007; 田

中ら 2016）。一方で、ワカサギとタイリクバ

ラタナゴの出現には流速と負の相関があり、

流速の平均値が出現地点でそれぞれ8.5 cm/s

と16.6 cm/s（非出現地点ではいずれも25.8 cm/s）

と遅かったため、流れが緩やかな場所を選好

している可能性がある。 

植生被度については、スナヤツメ北方種、

ヤリタナゴ、ウキゴリ、ドジョウの出現と正

の相関が認められた。スナヤツメ北方種はア

ンモシーテス幼生期に泥中の有機物を食べる

ことから（岩田 2001）、生息地周辺に植生が

多く残る地点で出現確率が高くなった可能性

もある。ヤリタナゴは仔稚魚期に水生植物が

ある流れの緩やかな岸辺付近の表層に群れを

形成する（青山 2007）。また、ウキゴリは北浦

ではコンクリート護岸帯よりも抽水植物帯で

個体数が多い（碓井ら 2014）。したがって、こ

の両種は流入河川でも抽水植物が繁茂する地

点を選好している可能性がある。水深はモツ

ゴ、アシシロハゼ、ドジョウ、トウヨシノボ

リ、ウキゴリのベストモデルで選択され、前2

種の出現と正の相関が、後3種の出現と負の相

関がみられた。出現地点の水深の平均値は、

モツゴとアシシロハゼで50 cm以上とやや深

かったが、ドジョウやトウヨシノボリ、ウキ

ゴリでは24–34 cmとやや浅かった。前述のよ

うに、これらの種の出現は他の物理環境（河

口からの堰堤の個数、川幅、流速など）とも相

関があるため、今回の生息水深のデータのみ

に基づいて種ごとに水深の選好性について議

論することはできないものの、流入河川の流

程に様々な水深帯の生息空間があることでよ

り多くの種が生息するようになる可能性はあ
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る。 

水温はタイリクバラタナゴ、ボラ、アシシ

ロハゼの出現と正の相関を、スナヤツメ北方

種の出現と負の相関を示した。水温の平均値

については、タイリクバラタナゴやボラ、ア

シシロハゼでは出現地点で非出現地点よりも

1.3–2.3°C高かったのに対し、スナヤツメ北方

種では出現地点で非出現地点よりも 1.5°C 低

かった。これらの種のうち、ボラは世界各地

の暖海に分布する海水魚で（瀬能 2001）、霞

ヶ浦では夏季の高水温時に湖内に広く分布す

るほか、冬季には下水処理場の排水路などの

水温の高い水路に侵入する（茨城県内水面水

産試験場 2001）。そのため、北浦の流入河川

においても水温がより高い水域を選好してい

た可能性がある。一方で、水温が低い地点で

よく出現したスナヤツメ北方種は、湧水に取

り残された氷河期の遺存種と考えられており

（向井ら 2011）、実際、北浦の流入河川におい

ても湧水由来の冷水が流れ込むことで水温の

平均が春季に 18°C、秋季に 16°C と低い小規

模河川の長野江川（Table S1 の g）でよく出現

する傾向（Table 2）がみられた。 

 

魚類の生息環境の保全に向けて 

 上述した通り、本調査期間中に北浦の流入

河川においてレッドリスト掲載種が7種確認

され、それらの種のなかには北浦本湖で生息

が確認されなくなったスナヤツメ北方種やギ

バチが含まれていた。しかしながら、スナヤ

ツメ北方種以外のレッドリスト掲載種は確認

地点数が1–8地点と非常に少なく、流入河川内

でも個体群の存続が困難な状況にあることが

示された。水産有用種のワカサギは比較的規

模の大きな河川の下流域から河口付近でよく

出現したほか、当該地域で佃煮の材料にされ

る小型ハゼ類（ヌマチチブ、ウキゴリ、トウヨ

シノボリ）は河川規模に関わらず多くの地点

で出現したため、流入河川がこれらの水産有

用種の生息場所となっていることも示された。

このような状況下において、流入河川では外

来種の侵入も起きているほか（豊田ら 2015; 

平山ら 2018; 本研究）、堰堤の設置、河川改修

によるコンクリート護岸化やそれによる水辺

植生の消失などの人為的環境改変も進行して

いる。霞ヶ浦本湖では湖岸植生帯の復元や保

全に関する事業が盛んに行われているなかで

魚類の生息環境の保全についても検討されて

いるが（国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦河

川事務所 2014）、流入河川を含む北浦流域に

おいては、そのような検討の事例は見出せな

い。琵琶湖や伊豆沼・内沼では周辺の水域の

保全・再生によって本湖の在来生物群集を回

復させる取り組みが行われている（西野・浜

端 2005;  Fujimoto et al. 2021）。これらの他地

域の先駆的事例に鑑みると、北浦の流入河川

にわずかに残された絶滅危惧種の生息地の適

切な保全方策について、関係機関と連携しな

がら早急に検討する必要がある。以下では、

魚類の種多様性の保全や水産有用種の生息適

地の確保の観点から、北浦の流入河川におい

て魚類の生息環境の保全方策を検討する際の

留意事項についてまとめた。 

第一に、保全対象とする河川の規模に着目

する必要がある。魚類の種組成に基づくと、

北浦の流入河川は主に行方台地や鹿島台地北

部から流入する流路延長の長い河川と主に鹿

島台地東部から流入する流路延長の短い河川

に分けられた。前者の河川では種数が多く複

数の絶滅危惧種が生息し、下流域から河口付

近ではワカサギなどもよく出現するが、後者

の河川のみでよく出現する絶滅危惧種も認め

られた。したがって、北浦流域の魚類の種多

様性の保全のためには、どちらか一方ではな

く、両者の河川をセットで保全すべきである。  

第二に、北浦本湖と流入河川とのつながり

を回復させる必要がある。本研究では堰堤が

通し回遊性のワカサギやヌマチチブ、ウキゴ

リ、海水魚のボラなどの多くの魚種の分布に

影響を与えている可能性が示された。ワカサ

ギとヌマチチブは霞ヶ浦において重要な水産

資源となっており、流入河川は両種の産卵場

http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryTableS1%20Omori2022-1.xlsx
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所にもなっている（霞ヶ浦情報センター研究

委員会編  1994; 冨永・野内  2006; 増子 

2007b）。琵琶湖流域では堰堤による湖－河川

間のつながりの喪失が回遊性魚類の生息に影

響を及ぼすと考えられており（石崎ら 2016）、

湖のみならず流域レベルで魚類の生息環境を

復元していく計画が実行されている。最近、

北浦でワカサギやヌマチチブなどの漁獲量が

著しく低迷するなかで（茨城県 2021）、北浦

流域においても湖－河川間のつながりの確保

がこれらの水産有用種の生息適地を増やし資

源回復へと貢献する可能性がある。そのため、

北浦の流入河川において堰堤による魚類の遡

上阻害を緩和するため、適切な魚道の設置な

どを行うことが望まれる。ただし、外来種の

オオクチバスやチャネルキャットフィッシュ

も堰堤で上流側への拡散が防止されている可

能性があり（川岸ら 2008; 平山ら 2018）、魚

道の形状によっては本湖からの両種の遡上を

助長し、逆に在来種の生息地に悪影響をもた

らす恐れもあり、事前に慎重な検討を行うこ

とが不可欠である。 

第三に、河川内の絶滅危惧種や水産有用種

を含む在来魚の生息適地を適切な方法で保

全・再生していくことが望まれる。とりわけ、

本研究で確認された絶滅危惧種の生息地は非

常に少なく、現時点で個体群の存続が危機的

状況にあるため、これらの生息地については

早急かつ具体的に保全方策を講じる必要があ

る。その際、各種の生息適地への理解は不可

欠である。例えば、GLMM解析の結果によれ

ば、北浦の流入河川ではスナヤツメ北方種の

生息には湧水由来で水温が低い場所で、植生

被度が高いことが、ヤリタナゴの生息には植

生被度が高いことが重要であるとみなされた。

すなわち、両種の生息地を保全する際、植生

被度を高く保つと同時に、前種では低水温の

環境が必要である。なお、後種では今回は定

量データが十分に得られず解析時に説明変数

には組みこめなかったものの、産卵母貝であ

るイシガイ科二枚貝の存在も重要（Terui et al. 

2011）である。さらに、絶滅危惧種のみならず

水産有用種を含む在来魚の出現と関連付けら

れる環境変量としては、堰堤のほかに、川幅

や流速、水深、水温、植生被度、水田地帯との

つながりに関わる農業水路の流入、底質など

が挙げられ（Table 4）、各種の生息地を保全す

るためには、これらの環境にも配慮する必要

がある。 

北浦の流入河川において魚類の生息環境の

保全を計画する際、少なくとも上述のことに

ついて留意しておくことが望ましい。実際の

保全計画の立案においては、環境行政や河川

行政をはじめとする関係機関や専門家・漁業

者・市民団体を含む関係者などと情報を共有

し、対象水域ごとに保全目標となる生物群集

のイメージを明確にしたうえで、関係機関・

関係者と連携しながら流入河川の魚類の生息

環境を計画的に保全し再生していくことが望

まれる。 

 

謝辞 

本研究を行うに当たり、採集調査に同意し

ていただいたきたうら広域漁業協同組合の

方々、採集調査にご協力いただいた茨城大学

旧広域水圏環境科学教育研究センターの山崎

和哉氏・平山拓弥氏・岡野実紀氏・石塚隆寛

氏・川上拓磨氏、ドジョウ類の同定に関して

貴重な情報をご教示いただいた福岡県保健環

境研究所の中島 淳氏、英文を校閲していた

だいた Graham S. Hardy 氏、適切なご指摘をく

ださった匿名の 2 名の査読者に心より御礼申

し上げる。 

 

引用文献 

青山徳久 (2007). ヤリタナゴ. 平成調査 新・

霞ヶ浦の魚たち.（編）萩原富司・熊谷正

裕. 霞ヶ浦市民協会, 土浦, p. 55–56.  

荒山和則・岩崎 順 (2012). 霞ヶ浦における

近年の外来魚問題―チャネルキャットフ

ィッシュの現状と駆除―. 日本水産学会

誌 78: 761–764. 

浅見大樹 (2004). 網走湖産ワカサギの初期生



Aquatic Animals 2023 | January 5 | Omori et al. AA2023-1 

活に関する生態学的研究. 北海道立水産

試験場研究報告 67: 1–79. 

遠藤友樹・金子誠也・猪狩健太・加納光樹・中

里亮治・亀井涼平・碓井星二・百成 渉 

(2015). 茨城県北浦の沿岸帯におけるチ

ャネルキャットフィッシュの摂餌特性. 

水産増殖 63: 49–58. 

藤本泰文・速水裕樹 (2018). 伊豆沼・内沼にお

けるタナゴ  Acheilognathus melanogaster

の再確認．伊豆沼・内沼研究報告 12: 79–

83. 

藤本泰文・川岸基能・進東健太郎 (2008). 伊豆

沼・内沼集水域の魚類相: 在来魚と外来

魚の分布．伊豆沼・内沼研究報告 2: 13–

25. 

Fujimoto, Y., Takahashi, K., Shindo, K., Fujiwara, 

T., Arita, K., Saitoh K., Shimada, T. (2021). 

Success in population control of the invasive 

largemouth bass Micropterus salmoides 

through removal at spawning sites in a 

Japanese shallow lake. Manag. Biol. 

Invasions 12: 997–1011. 

藤本泰文・福田亘佑  (2022). ゼニタナゴ

Acheilognathus typus 再導入個体群の急激

な減少: 愛好家等の採集圧による可能性. 

魚類学雑誌 570: 5https://doi.org/10.11369/ 

jji.22-015. 

藤田朝彦 (2019). トウヨシノボリ. 山渓ハン

ディ図鑑 増補改訂 日本の淡水魚.（編）

細谷和海．山と渓谷社, 東京, p. 474. 

福井正二郎 (1979). ボウズハゼの岩面匍行に

ついて．魚類学雑誌 25: 84–88. 

古旗崚一・所 史隆・根本隆夫・加納光樹 

(2021). 春季から夏季の霞ヶ浦の張網内

におけるチャネルキャットフィッシュに

よる魚類・エビ類の捕食実態．日本水産

学会誌 87: 652–661. 

萩原富司・熊谷正裕（編）(2007). 平成調査 

新・霞ヶ浦の魚たち．霞ヶ浦市民協会, 土

浦.  

萩原富司・諸澤崇裕・熊谷正裕・野原精一 

(2017). 霞ヶ浦在来タナゴ類の激減: オ

オタナゴ Acheilognathus macropterus の侵

入との関連性．陸水学雑誌 78: 157–167. 

浜田篤信 (2000). 外来魚類による生態影響－

霞ヶ浦はなぜ外来魚に占拠されたか．生

物科学 52: 7–16. 

浜野 隼・木村将士・加納光樹 (2022). 東日本

の海跡湖「北浦」に流入する農業水路に

おける遡上魚類の季節変化．うみ 60: 印

刷中. 

半澤浩美・荒山和則 (2007). 霞ケ浦における

外来魚チャネルキャットフィッシュの季

節的分布様式．水産増殖 55: 515–520. 

針生 勤・仲島広嗣・高村典子 (2007). 達古武

沼と周辺河川における魚類の分布特性と

生息状況．陸水学雑誌 68: 157–167. 

平山拓弥・遠藤友樹・加納光樹・碓井星二・金

子誠也 (2018). 茨城県北浦に流入する小

河川へのチャネルキャットフィッシュの

侵入．日本水産学会誌 84: 136–138. 

久岡知輝・西野大輝・山田智行・奥井啓介・北

野大輔 (2018). 琵琶湖北湖に流入する

野瀬川の魚類相．伊豆沼・内沼研究報告 

12: 37–44. 

細谷和海 (2001). タモロコ. 改訂版 山渓カ

ラー名鑑 日本の淡水魚．（編）川那部浩

哉・水野信彦・細谷和海. 山と渓谷社, 東

京, p. 298–299. 

細谷和海 (2005). 琵琶湖の淡水魚の回遊様式

と内湖の役割 . 内湖からのメッセージ 

琵琶湖周辺の湿地再生と生物多様性保全．

（編）西野麻知子・浜端悦治．サンライズ

出版, 彦根, p. 118–125. 

細谷和海（編）(2019). 山渓ハンディ図鑑 増

補改訂 日本の淡水魚．山と渓谷社, 東

京. 

百成 渉・碓井星二・加納光樹・荒山和則 

(2012). 茨城県北浦のヨシ帯で採集され

たハゼ科 2 種の仔稚魚の形態と季節的出

現．日本生物地理学会会報 67: 12–17. 

百成 渉・柴田真生・加納光樹・碓井星二・金

子誠也・佐野光彦 (2016). 茨城県北浦の

沖帯から沿岸帯におけるヌマチチブ仔稚

魚の生息場所利用と食性．日本水産学会

誌 82: 2–11. 

茨城県 (2021). 令和 3 年度 霞ケ浦北浦の水

産．茨城県霞ケ浦北浦水産事務所, 土浦． 

茨城県内水面水産試験場 (1995). 北浦の河川

にワカサギ分布．内水試かわら版 131. 

茨城県内水面水産試験場 (2001). 冬にボラが

多い霞ヶ浦・北浦のなぞ？ 内水試かわ

ら版 171. 

稲葉 修 (2017). スナヤツメ北方種. 茨城に

おける絶滅のおそれのある野生生物 動

物編 2016 年改訂版．（編）茨城県生活環

境部環境政策課. 茨城県生活環境部環境

政策課, 水戸, p. 106. 

石崎大介・亀甲武志・藤岡康弘・水野敏明・永

田貴丸・淀 太我・大久保卓也 (2016). 魚

類の生息環境からみた琵琶湖と流入河川

とのつながりの重要性．魚類学雑誌 63: 

89–106. 

岩田明久 (2001). スナヤツメ. 改訂版 山渓



Aquatic Animals 2023 | January 5 | Omori et al. AA2023-1 

カラー名鑑 日本の淡水魚.（編）川那部

浩哉・水野信彦・細谷和海．山と渓谷社, 

東京, p. 38–40.  

泉 完・高屋大介・工藤 明・東 信行 (2001). 

赤石川赤石第 2 頭首工のアイスハーバ

ー型魚道における魚類等の遡上・水理特

性．農業土木学会論文集 215: 637–646. 

神成田優花・綿引 悟・外山太一郎・根本隆

夫・加納光樹 (2022). 霞ヶ浦の沖帯にお

ける魚類群集の季節変動．うみ 59: 63–77. 

可児藤吉 (1944). 渓流棲昆虫の生態．昆虫（上

巻）．（編）古川晴男. 研究社, 東京, p. 171–

317.  

環境省  (2020). 環境省レッドリスト 2020. 
https://www.env.go.jp/content/900515981.pdf. 

加納光樹・小池 哲・河野 博 (2000). 東京湾

内湾の干潟域の魚類相とその多様性．魚

類学雑誌 47: 115–129. 

加納光樹・碓井星二・川島裕太・横井謙一 

(2017). 富栄養湖のヨシ帯における魚類

相のモニタリング方法の比較．魚類学雑

誌 64: 1–10. 

霞ヶ浦情報センター研究委員会（編）(1994). 

霞ヶ浦の魚たち．霞ヶ浦情報センター, 

阿見. 

川岸基能・藤本泰文・進東健太郎 (2008). 伊豆

沼・内沼流入河川における魚類の分布様

式．伊豆沼・内沼研究報告 2: 63–74. 

川那部浩哉・水野信彦・細谷和海（編）(2001). 

山渓カラー名鑑 日本の淡水魚．山と渓

谷社, 東京. 

川瀬成吾 (2019). タモロコ. 山渓ハンディ図

鑑 増補改訂 日本の淡水魚．（編）細谷

和海．山と渓谷社, 東京, p. 143. 

Kim, D., Taylor, A. T., Near, T. J. (2022). 

Phylogenomics and species delimitation of 

the economically important Black Basses 

(Micropterus). Sci. Rep. 12: 9113.  

亀甲武志・岡本晴夫・氏家宗二・石崎大介・臼

杵崇広・根本守仁・三枝 仁・甲斐嘉晃・

藤岡康弘 (2014).琵琶湖内湖の流入河川

におけるホンモロコの産卵生態．魚類学

雑誌 61: 1–8. 

北村淳一 (2008) タナゴ亜科魚類: 現状と保

全．魚類学雑誌 55: 139–148. 

北村立実・松崎慎一郎・西 浩司・松本俊一・

久保雄広・山野博哉・幸福 智・菊地 心・

吉村奈緒子・福島武彦 (2020). 霞ヶ浦の

生態系サービスの享受量の変遷及び代替

法による経済評価．応用生態工学  23: 

217–234. 

小林四郎 (1995). 生物群集の多変量解析．蒼

樹書房, 東京． 

国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦河川事務所 

(2014) 霞ヶ浦湖岸植生帯の緊急保全対策

評価報告書. http://www.ktr.mlit.go.jp/kasumi/ 

kasumi_index029.html. 

古屋康則 (2010). 河口堰がアユの生活史に与

える影響. 長良川下流域生物相調査報告

書 2010.（編）長良川下流域生物相調査団. 

長良川下流域生物調査団, 岐阜, p. 54–67. 

Kurita, Y., Nakajima, J., Kaneto, J., Onikura, N. 

(2008). Analysis of gut contents of the 

internal exotic fish species Opsariichthys 

uncirostris uncirostris in the Futatsugawa 

River, Kyushu Island, Japan. J. Fac. Agr. 

Kyushu Univ. 53: 429–433. 

馬渕浩司・西田一也・吉田 誠 (2019). 琵琶湖

流入河川・丁野木川の人工護岸支流にお

けるホンモロコ・ニゴロブナ・在来コイ

の産卵：産着卵 DNA 種判別にもとづく知

見．魚類学雑誌 66: 237–243. 

増子勝男 (2007a). アシシロハゼ . 平成調査 

新・霞ヶ浦の魚たち.（編）萩原富司・熊

谷正裕．霞ヶ浦市民協会, 土浦, p. 100. 

増子勝男  (2007b). ヌマチチブ . 平成調査 

新・霞ヶ浦の魚たち．（編）萩原富司・熊

谷正裕．霞ヶ浦市民協会, 土浦, p. 95–96. 

増子勝男 (2010). 茨城県南西地域の魚類. 茨

城県自然博物館総合調査報告書: 茨城県

南西部地域を中心とした脊椎動物 

(2006–2008).（編）ミュージアムパーク茨

城県自然博物館．ミュージアムパーク茨

城県自然博物館, 坂東, p. 23–29. 

松崎慎一郎・児玉晃治・照井 慧・武島弘彦・

佐藤専寿・富永 修・前田英章・多田雅

充・鷲谷いつみ・吉田丈人 (2011). モニタ

リングデータと生態的特性から探る福井

県三方湖流域の純淡水魚類相の変化とそ

の要因．保全生態学研究 16: 205–212. 

Matsuzaki, S. S., Takamura, N., Arayama, K., 

Tominaga, A., Iwasaki, J., Washitani, I. 

(2011). Potential impacts of non-native 

channel catfish on commercially important 

species in a Japanese lake, as inferred from 

long-term monitoring data. Aquat. Conserv. 

21: 348–358. 

水野信彦・御勢久右衛門 (1993). 河川の生態

学 補訂・新装版. 築地書館, 東京． 

森 誠一・名越 誠 (2001). オイカワ. 改訂版 

山渓カラー名鑑 日本の淡水魚．（編）川

那部浩哉・水野信彦・細谷和海．山と渓谷

社, 東京, p. 244–249. 

諸澤崇裕 (2007a). ギバチ. 平成調査 新・霞

ヶ浦の魚たち．（編）萩原富司・熊谷正裕． 



Aquatic Animals 2023 | January 5 | Omori et al. AA2023-1 

霞ヶ浦市民協会, 土浦, p. 71–72. 

Morosawa, T. (2017). Interspecific comparison of 

movement patterns among bitterling species 

in an agricultural ditch system. Ichthyol. Res. 

64: 169–178. 

Morosawa, T. (2022). Synchronous decline of 

native bitterling population detected from 9 

years survey in rivers and agricultural ditches 

around Lake Kasumigaura, Japan. Ichthyol. 

Res. 70: https://doi.org/10.1007/s10228-022-

00898-7. 

諸澤崇裕・藤岡正博 (2007). 霞ヶ浦における在

来 4 種 と 外 来 3 種 の タ ナ ゴ 類

（Acheilognathinae）の生息状況．魚類学雑

誌 54: 129–137. 

向井貴彦・池谷幸樹・古屋康則・大仲知樹・高

木雅紀・塚原幸治・寺町 茂・吉村卓也 

(2011). 岐阜県におけるスナヤツメ北方

種と南方種の分布．日本生物地理学会会

報 66: 203–209. 

向井貴彦・北西 滋・鬼倉徳雄 (2017). オイカ

ワの地域在来系統の現状: 普通種に迫る

危機．魚類学雑誌 64: 218–223. 

中坊徹次（編）(2013). 日本産魚類検索 全種

の同定 第三版．東海大学出版会, 秦野.  

中島 淳・鬼倉徳雄・松井誠一・及川 信 

(2006). 福岡県における純淡水魚類の地

理的分布パターン．魚類学雑誌 53: 117–

131. 

棗田孝晴・瀬谷政貴 (2012). 利根川最下流域

に流入する感潮河川最下流部の堰が魚

類相に及ぼす影響．応用生態工学 15: 

187–195. 

根本隆夫・杉浦仁治・中村 誠 (2011). 霞ヶ

浦・北浦流入河川における魚類の分布と

生息環境．茨城県内水面水産試験場研究

報告 44: 35–44. 

西野麻知子・浜端悦治（編）(2005). 内湖から

のメッセージ 琵琶湖周辺の湿地再生と

生物多様性保全．サンライズ出版, 彦根. 

尾田昌紀・岸野 底・原田泰志 (2011). 琵琶湖

流入河川におけるビワマス遡上親魚の体

サイズ．魚類学雑誌 58: 171–175.  

奥島修二・田中雄一・小出水規行・竹村武士 

(2007). 農業水路の生息場評価に向けた

タモロコの環境選好性の定式化．農村工

学研究所技報 206: 175–186. 

大森健策・加納光樹・碓井星二・増子勝男・篠

原現人・都築隆禎・横井謙一 (2018). 過去

50 年間の北浦における魚類相の変遷．魚

類学雑誌 65: 165–179. 

R Core Team (2020). R: A language and 

environment for statistical computing. R 

Foundation for Statistical Computing, Vienna, 

Austria. https://www.R-project.org. 

斉藤憲治・藤本泰文・森 晃 (2016). 伊豆沼・

内沼とその集水域で採捕されたゼニタ

ナゴの遺伝子型．伊豆沼・内沼研究報告 

10: 49–57. 

酒井明久 (2010). 琵琶湖産アユにおける河川

への遡上開始日と遡上尾数の予測．日本

水産学会誌 76: 670–677. 

Sakai, H., Amano, S. (2014). A new subspecies of 

anadromous Far Eastern dace, Tribolodon 

brandtii maruta subsp. nov. (Teleostei, 

Cyprinidae) from Japan. Bull. Natl. Mus. Nat. 

Sci. Ser. A 40: 219–229. 

Sakai, H., Nakashima, N., Uno, T., Yonehana, M., 

Kitagawa, S., Kuwahara, M. (2011). A pelagic 

cyprinid of Lake Biwa Gnathopogon 

caerulescens and a brooklet-dwelling relative 

G. elongatus formed a hybrid swarm in a 

dammed reservoir Lake Ono. J. Nat. Fish. 

Univ. 60: 43–50. 

Sakai, H., Watanabe, K., Goto, A. (2020). A revised 

generic a taxonomy a for Far a East a Asian  

minnow a Rhynchocypris a and a dace Pseud-

aspius. Ichthyol. Res. 67: 330–334. 

佐野二郎 (2012). 福岡県に移入・繁殖したハ

スの生態に関する研究．福岡県水産技術

海洋センター研究報告 22: 49–56. 

瀬能 宏 (2001). ボラ. 改訂版 山渓カラー

名鑑 日本の淡水魚．（編）川那部浩哉・

水野信彦・細谷和海．山と渓谷社, 東京, p. 

458–460. 

柴田真生・金子誠也・碓井星二・百成 渉・荒

山和則・加納光樹 (2020). 東日本の海跡

湖「北浦」の沖帯における仔稚魚群集の

季節変化．うみ 58: 101–114. 

田子泰彦 (1999). 神通川と庄川におけるサク

ラマス親魚の遡上範囲の減少と遡上量の

変化．水産増殖 47: 115–118. 

高木基裕・矢野 諭・柴川涼平・清水孝昭・大

原健一・角崎嘉史・川西亮太・井上幹生 

(2011). 愛媛県・重信川水系の石手川ダム

におけるオオヨシノボリの陸封化と遺伝

的分化．応用生態工学 14: 35–44. 

高村健二 ( 2013). 琵琶湖から関東の河川への

オイカワの定着. 見えない脅威“国内外

来魚”―どう守る地域の生物多様性.（編）

日本魚類学会自然保護委員会． 東海大学

出版会, 秦野, p. 85–100. 

竹内直政 (1971). 霞ヶ浦および北浦における

ウキゴリの生態．資源科学研究所彙報 

75: 16–27. 

田中雄一・加藤宏明・渡部 勉・宮本 晃 

(2016). 庄内川水系・香流川の一時的水域



和文要旨 

東日本の海跡湖である北浦（最大深度 7 m、面積 36 km2）に流入する 23 本の河川におい

て、2016 年 4 月中旬から 5 月下旬と 9 月中旬から 10 月中旬に魚類の分布パターンと環境変

量を調査した。調査期間中に出現した魚類は、計 11 科 33 種であった。各河川の種組成デー

タに基づいてクラスター分析を行ったところ、23 本の河川は流路延長が長く種数が多いグ

ループと流路延長が短く種数が少ないグループに分けられた。各グループを表徴する複数の

絶滅危惧種が存在した。各魚種の出現・非出現と各環境変量との関係を一般化線形混合モデ

ル解析で検討したところ、20 種の生息環境特性が把握された。河口からの堰堤の数は水産

有用種のワカサギやヌマチチブを含む 10 種の出現と負の関係がみられ、これらの種では堰

堤による遡上阻害が生じている可能性が示唆された。川幅、流速、水際を覆う植生の被度も、

多くの魚種の出現の有無と関連付けられた。とくに植生被度は複数の絶滅危惧種の出現と正

の相関が認められた。今後、北浦流域において水産有用種や絶滅危惧種を含む在来魚のさま

ざまな生息環境を適切に保全していくうえで、堰堤への魚道の設置、水辺植生の管理、護岸

構造の改良などを含む流入河川再生計画の検討が急務であると考えられた。 
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